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規制することが重要である。第 1 章では，ポリマー鎖の末端を含めて高度にイソタクチック (it-) あるいは高度にシ
ンジオタクチック (st-) な PMMA の合成をめざして ， t-C4H9MgBr あるいは t-C4H9Li/R3A1 錯体による MMA の
立体特異性リビング重合の停止反応における立体制御について検討した。
第 2 章では，第 1 章の方法で得られたが一および st-PMMA の SFC による重合度分別について述べた。 SFC の分離
条件を最適化することにより， 100量体(分子量10070) までの均一 PMMA がそれぞれ純粋に単離できることを見出し
た。 100量体に至る均一ポリマーを重合度分別によって得る研究は，これまでに全く例のないものである。





第 4 章では，ゲル浸透クロマトグラフィー (GPC) を用いた分子量測定における，均一 PMMA の応用について述べ
た。均一 PMMA は，分子量較正曲線の作成や装置広がり係数の測定のための標準試料として有用であることが実証さ
れた。
第 5 章では，立体規則性均一 PMMA の会合体(ステレオコンプレックス)形成について述べた。均一な it-および









指摘している。ついで， t-C4HgMgBr あるいは t-C4H9Li/R3Al 錯体によるメタクリル酸メチルの立体特異性リビング
重合を用い，停止反応の立体特異性を制御することにより，分子量，化学構造の制御だけでなく，末端まで立体構造












GPC で，イソタクチックおよびシンジオタクチック均一 PMMA の混合物中に会合体が含まれることを見出し，会合
体のフラクションを分取して lHNMR で分析することにより会合体の組成比を明らかにするとともに，会合体の
GPC 溶出ピークの強度の重合度依存性を調べることにより会合体形成に必要な重合度を明確にした。
このように本研究は，均一ポリマーを得るための汎用性の高い方法を開拓するとともに，均一でないポリマーでは
明確にできなかった高分子科学のいくつかの不明な点を均一ポリマーを用いて明らかにしており，高分子科学の発展
に貢献するところ大である。よって，本論文は，博士(理学)の学位論文に値するものと認めた。
